ドルチェ・マンドリーノ会則

第1条（名称）

　　本会は、ドルチェ・マンドリーノ（以下「本会」という）と称し、事務局を会長宅に置く。
第2条（目的）

　　本会は、東葛地区在住のマンドリン音楽愛好者を中心として、マンドリンアンサンブル音楽を楽しみ、会員相互の親睦を図るとともに、地域社会への心和む音楽の提供を図ることを目的とする。
第3条（活動）

　　　本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。

1） 演奏会の開催

2）　地域施設への慰問演奏
3）　部員相互の親睦活動
4）　その他必要と認める事項
第4条（会員の構成）

1. 本会の構成は、「会員」及び「準会員」による。

2. 会員は、本会の趣旨に賛同し、本人の自発的意思により本会に入会した者とする。

3. 準会員は、本会からの要請に基づき、本会の趣旨に賛同するとともに本会の活動に資するために、本会の活動に参画する者とする。
第5条（組織）

本会には役員会、運営委員会および総会を置く。
第6条（役員会）

1.　役員会の構成は次の通りとする。

　　　会長　　　　　　　　　1名
　　　副会長　　　　　　　　1名

　　　幹事　　　　　　　　若干名

　　　コンサートマスター（ミストレス）
2.　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
3.　役員会は役員の過半数の出席をもって成立し、議決は役員総数の過半数の賛同により、決議する。賛否同数の場合、会長の判断による。

4.　役員会の召集は、会長が必要と認めたとき、及び2人以上の役員から開催の要請があったときに行う。
第7条（運営委員会）

1　運営委員会は、役員会の諮問機関とし、構成は次の通りとする。

　　　　役員会メンバー及び各パートリーダー

2. 運営委員会は、運営委員の過半数の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数の賛同により決議する。賛否同数の場合、会長の判断による。
3. 役員会の召集は、会長が必要と認めたとき、及び2人以上の役員から開催の要請があったときに会長が召集する。
第8条（(総会)

1. 総会は、本会の最高意思決定機関とし、2/3以上の部員の出席により成立し、出席部員の過半数の賛同により決議する。
2. 定期総会は年1回開催し、会長がこれを召集する。

3. 臨時総会は役員会の請求に基づき、適宜開催する。

4. 定期総会は次の事項を審議・決定する。

1）本会の一般活動方針

2）予算及び決算の承認
3）会則の改正
4）その他重要事項の決定
第9条(会費)
　　1.　本会の運営は、原則として、会員から徴収する会費によりまかなうものとする。
　　　　但し、演奏会開催等のため、臨時に会費を徴収することがある。

　　2.　会員が負担する会費は、月額3,000円とする。
　　3.　準会員が負担する会費は、常任指揮者の指導を受けた月に限り負担するものとし、月額3,000円とする。

第10条（会計年度）

　　　本会の会計年度は、毎年4月1日より翌年3月31日までの期間とする。

第11条（会計監査）

会計監査は、役員以外の会員の中から適宜指名のうえ、これを行う。

第12条（休部）

　　1.　会員本人の健康上の理由、あるいは家族の介護などやむをえない事情により、会員が活動を継続することができなくなった時は、期間を限定して休部することが出来る。この場合、パートリーダーへメールなどで遅滞なく連絡しなければならない。連絡を受けたパートリーダーは遅滞なく役員会に報告しなければならない。
　　2.　休部期間中は会費を徴収しない。
第13条（退部）

1. 退部するときはパートリーダーへメールなどで遅滞なく連絡しなければならない。連絡を受けたパートリーダーは遅滞なく役員会に報告しなければならない。

2. 月の途中での退部者には、当該月の会費は返却しない。
第14条（会則の改廃）
　　　本会則の改廃は、総会において出席者の２/３以上の同意により行うことが出来る。
第15条（施行）
　　　本会則は、2009年4月1日から有効とする。

「補則」規則の運用
1）「休部」の取り扱い

1-1.　会則に定める「会員本人の健康上の理由、あるいは家族の介護などやむを得

ない事情」とは次のことをいう。
1 会員本人の病気あるいは体調不良により、1ヶ月以上にわたって活動を継続することが出来ない場合。

2 同居、非同居を問わず、介護を要する家族を介護する必要が生じ、活動を継続することが出来ない場合。

3 家族等の死亡等による精神的な苦痛により、活動を継続することが出来ない場合。

④　上記に準じない理由により活動を停止する場合は、原則として「退部」とみなす。
1-2　会費を徴収しない期間

　　　　会費を徴収しない期間は活動をしない暦月単位とする。従って、休部を申し出
る者は休部を開始する月の前月までに申し出をしなければならない。
1-3 当会の運営は会員から徴収する部費を原資として運営されており、財政的にも厳しい運営を余儀なくされていることから、会員はこの実態を認識の上、仮に休部者が増加した場合、会の運営が大きく影響を受けることを相互に認識しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　2009.4.1

